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 低温やけどは、使い捨てカイロなど、身近なもの

が原因になります。５０度なら３分間押し付けてい

るだけで、４２度でも６時間触れていると低温やけ

どを起こします。低温やけどは少しひりひりしたり

赤くはれたりするだけですが、

実際には皮膚の深いところに及

んでいることがあります。子ど

もは症状をうまく言えないので

皮膚の腫れが長引くときは、念

のため受診しましょう。 

夜間や休日に子どもの具合が悪くなったとき、

すぐに休日診療所や救急外来を受診すべきかどう

か迷いますよね。自己判断で、急ぐ必要のない受

診をしたり、反対に急を要する状態を見逃したり

しないように信頼できる相談窓口やア

プリを登録しておきましょう。 

吐いたものには、ノロウイルスなどが含まれて

いる可能性があります。しっかり消毒して感染

を防ぎましょう。 
 

・処理に必要な物を準備する。 

・外から中心に向かって 

 拭き取る。 

・消毒した後、水拭きする。 

・よく手を洗う。 

 消毒液に 

つけましょう 

寒さが厳しい毎日。休みの日には家にこもりがちになります

が、冷たい空気に触れることで自律神経は鍛えられ、病気に

負けない体をつくります。天気のいい日は、 積極的に外遊び

をしましょう。 


